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この文庫版は、Ｓ46に発刊が始まったものを編集されたものです。  

                 ＮＨＫ総合テレビで放送開始した番組をもとにつくられました。 

                 執筆者には、宮本常一、司馬遼太郎、松本清張、梅原猛、山崎正和、 

                 海音寺潮五郎、岡本太郎、棟方志功、城山三郎、池波正太郎、大岡昇平… 

                 とそうそうたる面々です。歴史人物が列伝形式で書かれています。 

                 1.日本人の原像（縄文）～22.幕末維新の英傑たちまでです。 

                 この本の 9.16.18 巻のなかに三重松阪にゆかりある３人が出てきます。 

                 ■蒲生氏郷（がもう・うじさと）■本居宣長（もとおり・のりなが） 

               ■松浦武四郎（まつうら・たけしろう）                            

  ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

■蒲生氏郷：戦国の世を統一して天下人の座についた信長・秀吉・家康。この３人の英雄にまさるとも劣らぬ人

物がいました。一人は黒田官兵衛、もう一人が 40 歳の若さでこの世を去った（病気）武将・蒲生氏郷です（な

まず尾の兜で有名）。松阪は江戸時代を通じて、日本有数の商業都市として栄えました。近江商人発祥の地・蒲

生郡に生まれた氏郷が松阪城を居城とし城下町作りに秀れた政治家としての手腕をみせました。 

松阪城主。13歳で父に信長へ人質に出されながらも信長・秀吉に認められ、松阪へ。その後は伊達政宗のあとの

会津へ。亡くなったのは関ケ原の戦いの 5 年前。もし生きていれば・・と言われています。 

■本居宣長：賀茂真淵の万葉集研究を引き継ぎ、古事記伝 44 巻を完成しました。宣長は言葉を生き物として徹

底的に追及しました。宣長の学問は、生活や経験をとりこみ、言葉と経験とをつなげました。松阪に本居宣長記

念館と旧宅（書斎の鈴屋は非公開）があります。鈴が好きだったそうです（鈴の銘菓もあり）。 

■松浦武四郎：「北海道」と命名した探検家です。北海道をくまなく歩き、蝦夷大概図・三航蝦夷日誌・近世蝦

夷人物誌・・・などを上梓。とりわけアイヌの記録としての「蝦夷漫画」は、実際に見たアイヌの人たちの暮ら

しが、巧みな彩筆で生き生きと描かれています。日本人がアイヌ人を搾取・酷使して、アイヌの人口が減るほど

の虐待をしているのをつぶさに見ているわけです。政府要請の探検でしたが、支配者に都合よい歴史でない歴史

記録を告発し、明治政府になっても何も変わらないと絶望もし、晩年は権力に背をむけて自然へ回帰していきま

す。松阪に松浦武四郎記念館・生家があります。 

■松阪は、松阪牛・松阪もめん・城跡・文化財住宅（旧小津家・旧長谷川家・原田家）のほか、・松阪城の警備

を任務とする紀州藩士と家族の住居「御城番屋敷」や、映画監督の小津安二郎青春館、三井グループの基礎を築

いた三井高利の三井家発祥地、はちみつアイス最中のおいしい店舗や松阪牛すきやき老舗・鯛屋旅館などが見所

です。松阪飯南の伊勢茶カフェ「深緑茶房」は名古屋店もあり、本格的に伊勢茶を味わえる所です。（黒野） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 


